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⽇本は、なぜ
産業⽤ロボット⼤国になれたのか︖



産業⽤ロボット元年（1980年）からのロボット出荷台数の推移

出典︓⼩平紀⽣⽒スライド(ロボット産業におけるSIerの位置づけ
と期待される役割2017年7⽉7⽇)より

3⽇本のロボット元年（1980年）

20年間、9-7割

産業⽤ロボット元年
（1980年）から20年間、
世界のロボットの9-7割を
⽇本で作り、使っていた



⽇本をロボット⼤国にした産業ロボットにまつわる活動（STIM分析）

I)実験室段階

II)社会実験段階

III)商品化段階

IV)産業化段階

海外の産ロボ
技術導⼊

内製化 ⻑期耐久試験 安全基準づくり

ﾕｰｻﾞ⼯場ﾗｲﾝ
ｻｲﾄﾞ試験 改良機試作 作業能⼒、信頼性、

安全性などの改善 現場の拒否反応⼩

(⼿先はうらない)
ﾛﾎﾞｯﾄ本体を商品に

溶接、塗装、組み⽴て
のロボット商品、製作

ユーザ現場の熱意
単調/過酷環境⽤途

課題解決型営業

ﾕｰｻﾞ社内認証
知財出願奨励

賃⾦上昇への対応
産業⽤ロボット産業

⾃動⾞産業へ直販
⽇本ﾛﾎﾞｯﾄ⼯業会設⽴

(ʼ72 )
代理店会を組織

汎⽤品量販は困難
通産省補助（組⽴）

ﾛﾎﾞｯﾄ学会設⽴
（ʼ83）

社会実験企画 社会実験 社会実験評価/改良

製品企画
/ビジネスモデル

量販企画/産業ﾓﾃﾞﾙ 量産化/業界づくり

社会受容性
/ＥＬＳＩ

宣伝/認証/知財商品開発/試作

産業政策/
法制度改⾰

⽣産/ﾏｰｹｯﾃｨﾝｸﾞ

研究企画 実験機試作 性能評価/改良 技術発表/安全

技
術
づ
く
り

社
会
づ
く
り

Plan Do Check Act

全体活動（社会実
装ﾏﾄﾘｸｽ活動⼒）
とあくなき追求
（技術熟成⼒）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

産業かい/産業/
ｴｺｼｽﾃﾑ

4

グランド
デザイン

ビジネス
モデル

システ
ム統合

技術
開発

社会
実験

市場
開拓

啓発･
教育

研 究

社会シス
テム改⾰

出典︓⽯⿊周⽒、
薗⽥顕和⽒

“⼯場での無⼈の働き⼿
(A)を念頭に、“いろん
な⼿作業”をする産業ロ
ボット”を導⼊した。そ
のための“１）⼈⼯の⼿
ﾊｰﾄﾞｳｴｱと2)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ制
御のｿﾌﾄｳｴｱの⼿段（C）
を実現した

【上記技術をベースに
産業ロボット（α）を、
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽﾒｰｶ（β）に、売
り切り（γ）という形で
買っていただき、機械
やﾛﾎﾞｯﾄ⼯業会（δ）を
通じた活動を通じて、
産業⽤のロボット産業
（ζ）を育てた



科学技術イノベーションのプロセスと段階のマトリクス
〜科学技術イノベーションマトリクス（STIM）〜

I)実験室段階

II)実証実験段階

III)社会実装段階
（商品化段階）

IV)社会普及段階
（産業化段階）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

グランド
デザイン

ビジネス
モデル

システ
ム統合

技術
開発

社会
実験

市場
開拓

啓発･
教育

研 究

社会シス
テム改⾰

5
出典︓⽯⿊周⽒スライド修正

技術づくり(売り⼿）

社会づくり（世間）

お客様づくり(買い⼿)

「三⽅よし」
が実現

ロボットは役⽴つという信念

社会実験の後、投資が拡⼤



産業⽤ロボット⼤国⽇本は、
社会実装⼤国⽇本
になれるか︖



科学技術イノベーションのプロセスと段階のマトリクス
〜科学技術イノベーションマトリクス（STIM）〜

I)実験室段階

II)実証実験段階

III)社会実装段階
（商品化段階）

IV)社会普及段階
（産業化段階）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

グランド
デザイン

ビジネス
モデル

システ
ム統合

技術
開発

社会
実験

市場
開拓

啓発･
教育

研 究

社会シス
テム改⾰
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出典︓⽯⿊周⽒スライド修正

技術づくり(売り⼿）

社会づくり（世間）

お客様づくり(買い⼿)

「三⽅よし」

ロボットは役⽴つという信念

社会実験の後、投資が拡⼤

「フィジカルイ
ンターネット」
という先導概念

←呼び⽔
↓



産業ロボットとサービスロボットでの社会実装アプローチの違い

ユーザー

産業ロボット導⼊のアプローチ
（⾃動⾞/電機⼤企業主導）

ユーザー

サービスロボット導⼊のアプローチ
（ユーザー、SIer、ロボットメーカー

の共創）

SIer ロボットメーカー

現場/プロセス

ロボット

資⾦
ロボット

システム

投資

ロボットメーカー

「指導型」から「歩み寄り型」へ

1980年以降 2018年以降産
業
ロ
ボ
ッ
ト
⼤
国
⽇
本
へ

ロ
ボ
ッ
ト
社
会
実
装
⼤
国
⽇
本
へ

国の
呼び⽔→

資⾦
ロボット

システム



逆向きのプロジェクト（社会実装先⾏技術開発プロジェクト）
科学技術研究とその応⽤･社会普及への４つの段階（活動展開段階）

実験室段階

社会実験段階

商品化段階

産業化段階

Toy World

Real World

Community

実験室内

Society

マネージメント

実験社会

⼀般社会

コミュニ
ティ

場所 ⽬標

ダーウインの海

技術
マネージメント

技術
の確⽴

社会実験
マネージメント

社会受容
性の獲得

社会実装
マネージメント

経済性
の獲得

産業化
マネージメント産業の創出

死の⾕
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魔の川
従
来
⽅
向

学問のある所
に

技術は育つ

技術のある所
に

産業は発展する

産業は学問の
道場である
（本⽥光太郎）

逆
⽅
向

社会実装を先⾏
させる

プロジェクト


